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V214a 木曽超広視野高速CMOSカメラTomo-e Gozen
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東京大学木曽観測所では 105cmシュミット望遠鏡用広視野 CMOSカメラ Tomo-e Gozenの開発を 2014年よ
り進めてきた.そして 2019年 4月に 84枚の全センサが焦点面に並び Tomo-e Gozenのカメラ部が完成した.今
後,2019年 10月より突発現象の監視を目的とした全天サーベイを開始する予定である. 本講演ではTomo-e Gozen
のカメラ部とデータ処理システムの詳細を述べると共に,試験観測による初期成果を紹介する.Tomo-e Gozenカメ
ラは 84枚の CMOSセンサでシュミット望遠鏡の直径 9度の視野を覆うことにより計 20平方度の空を最大 2 fps
で連続撮像できる.センサの部分領域を読み出す場合は最大 200 fpsの高速撮像も可能である.データの取得時刻
は 0.2ミリ秒の絶対精度で記録される.常温常圧かつ自然放熱の設計によりカメラの小型軽量化を実現している.
外気温 25 ℃条件での暗電流は 6 e-/秒であり,暗夜の背景光に対して十分に低い.読み出しノイズは高ゲイン設定
時に 2.0 e-を達成する. 2 fpsの連続観測では 30 TByte/夜の膨大な動画データが生成される.取得した生データは
10日後に全てを消去するが,その間にオンサイト計算機群で逐次解析することで価値ある限られた情報を長期保
存用ストレージに摘出する. 2020年度より長期保存用データとアラート情報を部分公開する予定である.


